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Bl.汎 用 フアイル処理 システムについて

水 野 幸 男  (日 本電気 KK)
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序   論
データ処理 の分野で最近の発展 としてもつとも注目すべきものは汎用ファイル処理シス

テムである.磁気テープによるパ ッチ処理中心の第 2世代の計算機から磁気デ ィスク,磁

気カー ド等のマスス トレジや各種オン ラインメーミナル及び豊富な遠隔処理装置を備 える

第 3世代に遷 り, リアルタイム及びタイムシェアリングに対 して,又マネジングインフォ

メーションシステムを初め複雑多様化する適用業務 の要求を満すため,フ ァイル処理シス

テムの重要性は増大する一方である.                    ..

本文では汎用ファイル処理システムの動向及びその問題点を検討する.

1 フアイル処理 システムの現状及び今後の傾向

(つ ハードウエアの進歩

データ処理のコス トは急速 に低下 しておりCPUに 於ける内部処理のコス トは 3年 ご

とに 1/3～1/5と なつているが ,言醜意コス トにおいても過去 10年間で 1/3～ 1/砲5に な

り更にこれを記録媒体についてのみ見れば (磁気テーブ,デ ィスクパ ック等記録媒体が装

置から取替可能 なものについては媒体のみのコスト)1/30～ 1/500と 下落 した0ま た一

方記憶容量については磁気テープで一千万字程度 ,ラ ンダムアタセスの可能な磁気 ドラム

におヽいては ,高 数々百字であつた. しかし現在磁気デ ィスク,磁気 カー ドにより数億字 の

容量でしか も平均 200m秒以内でランダムアクセスが可能 な装置が開発 された .

この様な進歩は今後とも期待されるが,こ れを今後 5時間について考えれば,大容量記

憶装置の主流 となるものは ,やはリエンク トロメカニカルなもので,これに対する改善は

記録密度 の増大とアクセスタイムの減少であろう.記録密度については磁気テープの場合

過去 10年間で 200bpiか ら1600 bp■ と8倍 になりさら″⊂1970年 までに2,000～゛ 00

bp iに なるであろうと予想される。

(口)データ量の増大

上述の如 く大容量であり,ビ ット当りの記憶コス トの安い装置 の開発に対 して実用上

の要求はこれを上廻るものがあり,かつ格納 されるレコー ドの長さも大きくなる一方であ

る.米国での調査によると各企業での必要量は 2百億～4百億であつたが,これも過少評

価であると云われ,今後 10年以内に中規模の企業でも1千億字程度になるであろうと思

われている.従つて,多量のデータを高速に能率 よく,しか もマルティプログラミングあ

るいは ,マ ルティプロセツングで処理を行えるファイル処理システムが必要されるに至つ

た .

現在 ,こ の様に多量のデータを高速にかつ安いコス トで処理するために考えられている

ことは,二次記憶装置にハイラキーを成 して格納 する方式である.即ち各 レベルは異つた

アクセスタイムとコストを持ち,最 も頻繁に使われるデータは最 も速いアタセスの装置に
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入 れ られその使用頻度 でデータの配分 を行 う.ま た必要 に応 じて各記憶 レベル間 でのデー

タ移送が可能になることである.例えば ,パ ッチ処理を行 うときこの部分のデータを高 :速
の装置に遷 し,処理が終つた ら低速の装置 に戻 し,かつユーザはデータが何処にあるにつ

いては全 く配慮 しなくてもょい .た だ フ ァィル名とパス ワー ド等を知つていればょいとい

う方式である。

←)デ ータ処理業務の多様化と統合化
データ処理を ED P化する場合にその程度により,5段階に分けられる。

(|)給与計算のょうにすでに確立された業務 をそのまま計算機で行 うもの。

(‖ )上記業務 の中て特 1(関連 の深い ものを若干統合 して処理を行 う。例えば在庫管理
と生産管理 を統 合する.

(m)多数の業務 のデータを統合 し集中賀理を行い,データは各業務で共通に使用 する.

この」,場合は,各業務に対して互換性を有した標準化されたものでなければならない.

Gv)上記 |,||」||はデーメ処理の部門でのその EDP化及び統合化であるが,さ らにこ
れを通じて実際の業務の一部に大幅な改善を行 う.タリえば在庫量を減じ,データ処

理を単純化するために,製品系列の再検討と標準化を行い,叉顧客へのサービスの

向_Lを計ると云つたことである.

(V)基不的な業務は総て統合化され,これらのi2生行は計算機と一体となつて行°なわれ

る.

上記において従来ほ (i),(‖ )の段階 であつたが ,最近の MIS的考え方に より (m)段階
に遷 ろうとしている。 (i),(‖ )段階では ,フ ァイル とい うものは各部門別 にその処理に最

も適 した形成 で作 られた.こ の場合フ ァイル内 のデータはほぼ同一形式の もので,そ のフ

ァイル処理 において技術的にさほど大 きな問 題とならなかつた .しか し (‖|)段階以降 では

部門別 ファイルは作 られず ,総てのデータは統合化 して共同て作 られるため ,フ ァイル内

ηま多種多様 なデー タが存在 し,かつその量 も膨大なものとなる.

この種 の ファイル をコーボ レイ トデータファィル と云 うが,これは各部門 のデー タを統

合 して各プ ログラムと独立 したフ ァイル であり,プ ログラム又はデータ定義 の変更の容易

化 ,シ ステム統合の促進な どの利益を提供する。更にデー タを統合化することにより,個
々のプログ ラムてデー タの保守 を行 う必要がな ぐ,業務全体が簡素化される.さ らにデー

タを共通で用いるために,一個ク)デ ータが各所に記録する必要がなレヽため ,。記憶装置に無

駄がなく,更新処理を一度行 うだけでよ〈従来の如 く各部門のフ ァイルを総て更新する必

要がないため処理は迅速に行え,かつ常に最新のデータが利用できる. しかし一方では ,

各プログラムに最適の形式のファイルができず,処理効率が落 ちる場合がある.ま た各フ

ァイルのユーザはファイルの一部を使用するのみであるから,7ァ イル全体の構成を知ら
なくとも使用できねばならず,ま たデ ータの定義が変るごとに全フ

‐ログラムを再コンバイ
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ルする必要 をな〈つことが望

°
ましい。

過去においてプログ ラムとデータの定:義 の間には,非常 |′こ密接 な関係が あつた・ しか し

COBOLの出現 |′てよリデータの定義は再プログレ ヾングρ必要などに変更できるよ うにな

つたが ,再 コンパイルは現時点 ではまだ必要 とされる.従 つて,こ れに対する解決策は ,

デー タの定義は実行時に翻訳を行 う様 にしてデータとプログラムを独立させることである.

フ ァイルシステムが高度化されるに従い,その設計と運用 は専門化 した領域になりつつ

ある.これは非常 に複雑 な領域であるためデータ専門家 とい う職務 が生れるであろ う.そ

して従来 のシステム分析者 やアプ リクー シ ョンプ
ログラマーは自分 でデータファイルの設

計は行 なわず,その要求事項 とフ ァイルが如何に用い られるかの若干の説明をその専門家

に提供 して,そ の設計を委 ねることになるであろ う.従 つてデータの専門家はフ ァイ
ル の

設計に関 して効率上 の考慮 ,機密保 ::残 ,カ メログ作風,フ ァイルの拡張 などに習熟 した も

のでなくては ならない .

2 フアイル構成とその処理方式

“

)フ ァイル構成の基不型 ・

汎用フ ァイル処理システムについて述べる前にファイル構成 の基本的な考え方 を説明

する.これには通常次の四種 がある。

(i) Sequential

(ll) Partit■ OnOd Sequential

(‖ ) IndeXed SOquential                  :

(v)Di reCt

これ らはオペーテ ィングシステムの 10FcS(Input Output File COntrol

SyS tem)で提供 される機能 であり,汎用 フ ァイル処理 システムでは ,これをさ らに複雑

高度化 した ものであり,10FCSの もとで働 〈ように作 られている.しかし†部 にはフ ァ

イルシステム自身 がこの 10FCS機 能 を有 している ものもある.

(|)seq uenti alL '

シータ ェンシャルなフ ァイル とは図-1の如 〈連続 して記入されているもので,

磁気テープの記録方式 は総て これて

あえ.こ れは記録容量が有効に無駄

な〈使用 できる利点があるが特 定の

レコー ドが必要 なときに,フ ァイル          図-1

全体 を調べなければな らず ,ま たンコー ドの追珈1,肖 ll除等の場合,部分的な更新 で

済す ことができない。

レコー ドV =- l.'レ コー ド

F‖ c屁ヒぃヽ 私堆
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(||) Partitioned S(xluential

前記 S∞uentidな ファイルをメンパ と呼 ばれる単位 に分割 して,各 メンパの

開始場所を示すデ ィンタ トリを作 つた もの .

(|‖ )In dexed Sequ ential     デ ィンタ トリ

Partioned Sequential‐ で

各 メンパの格納開始番地 を示 した

のに対 して各 レコードの格納番地

を IndeXで示 した ものである .

I ndexは レコー ドのキー とその

格納番地 より成つている.こ の場

合 In dexの キーはある順序で連
図 -2

続に並ん でいるが,実際のンコー

ドはランダムでもよい.こ の方式は インデ ッタス

は Index,て よリフ ァイル全体を

調べることな 〈ンコー ドを得 るこ

とができ処理 もその部分 について

のみ行えば済む.

この方式はインデ ックス により

Sequentialな 処理 とダイ L/タ

トアクセスが同時にで きるが ,常

に二回以上 (イ ンデッタスを多重        図-3

構造にすることができる )のアクセスが必要であり,かつ更新処理ては,レ コー ド

とインデ ッタスの両方の更新が必要となる.

Gv)DireCt
ンコー ドのキーを数学的に変換 して格納番地 とするもの.キーの変換式 を知つて

いれば,キーが与えられたとき,これより直ちに格納番地を計算 して求めることが

でき,イ ンデ ッタスを用 いずにダインク トアクセスできる.例えば,0か らN番地

の間にレコ‐ ドを格納するときは,キーをN+1で除 して余 りをその番地 とすればよ

い. この場合,異 なるキーが同一格納番地に割当てられる場合があり,こ れをでき

るかぎり減すためそのキーの性質により変換式 を考えて定めねばならない .

(口)コ ーボレイ トデータファイル

データを総合 し,プ ログラムから独立させるコーボレィ トデータファイルについては

すでに述べたが ,こ のファイルシステムの特徴は強力なテータ検索であり,。そのためファ

イル構成に柔軟な手段が与えられている.即 ち通常のファイル構度では単一キーを基準に

餞。ノヽいノご11レ、“ル̀σ
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してフ ァイルが作 られているが ,汎用 フ ァイル処理 システムにおいては如何なる基準か ら

もデータが得 られるように内容に よる検索が必要 であるこ 
・
`

内容による検索は ,イ ンパーテ ッドフ・ァイル ,二次インデ ッタス ,チ ェイニングの三通

りがある.以下それぞれについて解説する。

(|)イ ン′く―・テ ット・フ ァイル (Inverted File)

通常 のレコー ドをフィール ド単位 に分割 し,同種 のフィール ドをまとめて記録 し

た もの.・ この場合 ,元のレコー ドを成す ものは互にその関連を示す情報 を有する。

例 えば図-4を インパー トファイルに したのが図 -5で ある.即 ち社員コー ド,名

前 ,本給年令 ,勤続年数 ,専攻の 6夕 のフィール ドを4通 りに分割 してファイルを

社員 コー ド 名   前 本 給 年 令 勤続年数 専 攻
伊藤 一 10

数  学

図 -4

作つたものである.こ こでそれぞれをSegm en tと 云い,各 Se♂lentではフィール

ドは連続に格納されている.こ の7ァ イルでの検索は,例 えば社員コードか与え ら

不 給 年 令 勤続年数

社員コード 名  前

1207

図-5

専  攻

数  学

れてその名前 と本給を求めるときは,社員コー ドのセグメン トを調ベー致するもの

を求める」このフレール ドには名前のセグメントでこれに対応する社員の名前の格

納番地が示されており,ご月上ダ名前を得ることができ,さ らにこれより本給も得

られる。
'ま
たある特定の科目̀を専攻したいときには ,専攻のセグメントでその専攻

名を総て調べ,これに対をする氏名を得られる.ま た数種の条件を“AND"“ OR"

で結び,これを満すデータを得ることができる.

なか,こ こですべてのフィールドを分割するのでな〈“不給
°
",“ 年令 "“ 勤続

年数 "を まとめた如 くその性質により分割 しないこともできる.

11,000 36 経  済

1357 鈴木  誠 6● 00 25 機 械

1388 山田 英 Z000 27
\.-:-----.

11,000

o500

Z80()

36

27

25

10

4

3

1207

1357 誠鈴木

伊藤 一郎

1388

経 済

機 械

山田.英二 |



B-7

(m)二 次インデ ッタス

インパーテ ッドフ ァイルは二次インデ ックスの特殊 な ものである。インデ ックス

が必要 なフィール ドについてのみ ,それに関するインデ ックスを作る.通常二次イ
ンデ ックスで最初に基準 に合 うンコードを探 し,次 にこれて得た結果を用いて一次

イ ンデ ックスを調べて求めるデータを得 る.こ こでどのフィール ドについて二次 イ

ンデ ックスを設けるべきかは一般的 な問題への解はまだ未解決である.

(‖)チ ェイニング

相互に関連のあるレコードを結びつけるものである.

例えば右図でレコードAには Bの レ

コー ドの番地を有 し,Bは さらにCの

番地を有す.従つて関連するレコード

を順次読出すことができる.こ こで各

ンコードは任意個のチェィンに属する

ことができる

A     B     C

図 -6

チ ェイン Pl

チ ェイ ン P2

チ
・
ェインql チェイン q2 チ エイン q8

図-7

3汎 用フ アイル処理システム

(イ ).CISS(COnSOlidated lnfOrmaル10n StOrage Systan)

本システムは磁気ディスクを対象とした汎用ファイル処理ィステムであり,ユーザは

ファイルの構造を詳し〈知らな〈ともファイルの読出し,更新が容易にできるものである。

(i)プ ログラム構収

・ CISS MONITOR。

・ TRANSLATOR
・ FILE CONSTRUCTOR

FILE REORGAN=ZER
O UTILITIEs   FILE MAP

L OAD/′UNLOAD

D

|

|~~~~~
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(a)CISS MONITOR                          、 ′

ジョィプログラムとォペレーティングシステムのTQFCSと の仲倉itするもの

である。

(b)TRANSLAT OR
ジョブプログ ラムは COBOLで書かれており,CISS言 語で書かれたものを

COBO Lに変換するのが TRANSLATORで ある。

(c)FILE CONSTRUCTOR
ファイルはジ ョブプログラムと別個に作 られるが,こ れを行 うのが FILE

CON STRUCTORで ある。 これは各データのフォ‐マ ント,そ の相互関 係及び

これらが装置内 で吻理的 1′
て如何に格納 すれば効率 よくてきるかを考えて,一 ′ゞ ラメ

ータを定め ,データを入力すれば自動的にフ ァイルができる. 。

(d) UTILI TI ES
O FILE REORGANIZER                    、

1

フ ァイルが作 られた後 ,多 〈の更新処理が行われると次第に使用効率が低下 し

て行 〈ため,改 めてフ ァイル を作 り直 して効率 のよいフ ァイルとするもの。

・ FILE MAP

フ ァイルの TABLE又 は DATA部 に対 して希望 する部分 をプ リンターに編集

して印字する.

・ LOAD//UNL OAD

デ ィスクのデータを磁気テープに出 した り,逆 に磁気 テープよリデ ィスタに格納

納す る.

(‖ )フ ァイル構成

本 システムのファイル内 のデータは FIELD,RECORD,S EGM ENTと い う単位

でまとめ られる.即 ち FIELDと はデ ータの最小単位 であり,氏名 ,年令 ,本給 と |.

いつた ものはそれぞれフィール ドであるL RECORDは この FI ELDよ り成 る.例

えば各従業員の氏名,年令 ,本給を合わせた ものが,それぞれ―個の RECOR Dて

ある.な お関連す るRECORDに ついてそ・の関係を不すために C HAIN,LINK

(後述 )がある。

次に同種 の RECOR Dの集合 を SEGM ENTと い う。例えば前述 の氏名。年令 ,

本給 か らなるREcOR Dの 集合が一巧国の SEGMENTを 作 る。

次 にフ ァイルを入出力の単位 で考えるとこれを PAG Eと いう。これはフ ァイル

内ではすべて同一の固定長 である。なか ,こ の PAGEの内部 は PARAG RA PH と

云 う単位 で分割されている。 P ARAGRAPHと は同・―SEGM ENTの RECORD よ

り成 り,そ の長さは PAGE内 で任意 である.よ つて PAG Eの フォーマッ トは図
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-8の 如 くなる。

即 ち数個 の PARAG RAPHと 未使用

の余 自と PAGE HEADER REcORD

より版る. ここでPAGE HEADER

RECORDと は各 PAGEの始めにあ り

その PAG E番号 ,各 PARAGRAPH

の開始位 置 ,余 自の文字数等 PAG E

の状態 を示す ものである.

次に SEc TI ON と云 う単位がある。

tPAGE HEADER
JRECORD
|

∫
PA RAGR A PHl

|

ナ余 白

PARAGRAPH N

これは各 S EGMENTの RE CoRDは分       図 -8

割され て PARAGRA PHと 云 う単位 で PAGE内 に収 められるが ,こ の同一

SEGM ENTの PARAGRAPHを 含 む PAGEの集合が SEC TI Ol｀ l である.従つて

SECT10Nは 数個 の SEGMENT より威 るとも云える.こ こで SECT1 0N内 の

SEGMEN T数 ,即 ち PAGE内 の PARAGRAPH数 に対する制限は な〈, ファイル

作晟時に任意に与え られる.     :   ´ _

。 CHAI N と LINK

SEGM ENT内 外 の RECORDの 相互関係を示すために ,R ECoRD内 に POINTER

F IELDと 云
'次
に続 〈REC ORDの 位置を示すフィール ドを設 けてCHAIN又 は

L INKを 作る。

*CHAIN

下図の如 〈各 RECoRDは POINTER FI ELD(斜 線 の部分 )に より,ルー

プを作つた ものを CHAI Nと 呼ぶ・

MAsTER RECORD

SUBO RDI NATE
REcoRI)

SUBORDINATE
RECORD

SUBORDINATE
RECoRD

図 -9

この場合 CHA INの糸冬始端とな・る RECO RDが あ り, これをMASTER

REcoRDと 云い,他 を SUBORDINATE RECORI)と 云 う。各 SUBORDI―

NATE RECORD は同――SEGM ENTの RECORD でなけれ |ずならず MAST ER

「

~~TアT…………|

L」生__ドーー
~



B-10

RECoRDは異なるSEGM ENTで なければならない。図 -9に於いては

CHAI Nは一方だけであつたが,次の様に逆方向 及びそのMAST ERを 直接示す

POINTER FIEL Dを 設けることができる.

MAST ER

S｀ UBORDINAT E SU BORDIN AT E

SUBORDINAT E

図 -10

*LINK

LINKは C HAINと同様に POINTER FIELDに より次の R EcoRDを 示す .

しか しループには ならず下図の様 になる.

例 えば上図に於いてMASTER

となるREcORD mはその

POINTER FIELDて SU BOR

DINATEの RECORD n及 び 3

を示す ことに より,nよ り始まる

3個 のRECORD n,n+1,n+2

がmの SUBORDI NATEで ある

m

m+1

m+2

m+3

m+4

m+5

3 n

n

n

+1

+2

+3

+4

+5

M‐ _‐ ■ 1

ことを示す。従 つてこれは mを         ~ ~~

MASTERに する CHAI Nと 同 じことになる. しか しこの場合 SU BOR DINATE

には POINTER FI L Dが不要 である.叉 これら二個 の SEGMENTの

RE(〕ORDは他 の SEGM ENTの CHAIN又は LINKの MAST ER又は SUBORDI…

NA'rE となることが出来る。この場合の制限は CH AINの ときと同様 である .
~(i‖

)アタ セス方式

ファイル内のあるデータが必要 なときは,それに関す る条件 を定めれば CI SS

n

n+3

n+4
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MONITORが この条件 と照合 して一致 したデータがジョブプログ ラムに与え られ
る.例えば年令 35才以上 で勤続年数 が 10年以下 で経済か法律 を専攻 した人の氏
名を求めるときは ,

.RETRIEVE NAME IF (AGE LE(り 35⑬り AND CAREER HE

0100)AND (MAJORMENT EQ(ヮ ECONOMICS@ OR

o LAWo)
ここで, ``NAME",`lAGE",``CAR EER",は FIELD NAME と云わオじるもの

でスァイル 内 で同一種類 のフ ィール ドに与えられる名称 である,即 ち氏名 を示す フ

ィール:ドはすべて“NA ME''て代 表され ,年令 を示すフ ィール ドは“AGE"で代 Jラit

される。従つて求めたフ ィール ド及び その時の条件は FIELD NAMEで 示される.

なお ,。検索は “RETRI EVE''て 行 なわれ,条件は“IF"以 下で表されるが ,こ の

時 の条件 は“AND",“ OR"で 結ばれ ,その順序はカソコで示 される.ま た条件を

示す フィール ドの内容 は等号 ,不等号及び大小関係に より次の 6通 りが用 いられる .

EQ(=),LL(>),HH(<),HE(1≦ ),NE(キ )
が有 る.

(口)そ の他 のフ ァイルシス テム

(i)DMl(Data Manager-1)

AUERBACHの開発 した ものであり,その特徴はデータフ ァイル とプログラムフ

ァイルの両者の管理を行 うことである。与え られた条件 のもとでのデータの検索が

特殊 なインデ ックス とテープルを用いて行われ ,同時に一連の処理に於いてあるプ

ログラムが終 了 した とき,こ のプログ ラムの出力 をファイル内 のワータエ リアに格

納 し,次 にこの出カデータを処理 する次のプ ログ ラムをロー ドしてこれに この出力

データを入 力として与えて実行 させる.即 ち一連 の処理に必要 なプログラムを順次

呼出 し,ま た これ らの出カデータを次 の入カデータとして与える機能 がある .

また,そ の言語は ASSEM BLER― COBOL,JO VIALて使用 できる。

(m)IDS(Integrated Data StOre)

GEで 200シ リーズ, 400シ リーズ, 600シ リーズ用に開発 されたもので

COB OIの 拡張型を した ファイル言語 である.

ファイル構造は CHAINに より1販つ ている.即 ちンコー ドは MASTER RECORD

とDETAIL RECoRDが あ り,MA STERを 親に してロジカルなループを作 る。な

おあるCHA INの DE TA ILが 他 のCHAINの MASTERに なることより, トリー

状 のファイルができる.ま た各ンコー ドは任意個 の CHA INの MASTER及 び

DETAILと なることができる.

このファイル でのアクセスはまずダインク トアクセスによりMASTER RECORD
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をアクセス し,次に CH AINを辿 る ことにより求めるデータを得 る.な おこの場合

ュ ー ザ・はフ ァイルの構造
``(つ

いては完全に知 らなければな らない.

(|‖ ) TDM s(Time Sharcd Data lManagement System)

SDC(SyStem Deve10pment COrpOr atiOn)で じ村発:した もので,以前バ ッ

チ用に開発 した L USIDを TSS用 に改良 し,ま た 860用 に修正 したシステム。

この TDM Sの特徴はファイルがデーメセクシ ョン及び二次インデ ックスセク シ

ョンの二つに分けられ ,内容 による検索を行 う場合は,こ の二次インデ ックスに よ

り,次 にデータセタ シ ョン内 で一次インデックスによリデータを求める。

(v) IM RA Ds(In formation Managanent RetrieVal And DiSSemination

SyS tem)

UNI VACで 9000シ リーズ用 のシステムでCOBOLで 使用 される.各デー タフ

ァイルは Sel f― COn tain ed形 式 である.即 ち各 ファイルの始めにそのファイルに

ついてのコン トロールデr夕 を有する。その内容は

(ィ)フ ァイルが如何 にセグメン トされているか. . t   
・・

(口)レコー ドに関す るデー タの定義

(′つ ファイル保持のlo gi C       e,

(二)レ ポー トの定義

また IM RADSの特徴の一つとして各ファイルから必要 な部分を取り出して新 し

いファイルを作成することができる。 この場合 ,同一データほ互にリンクされ,一

方を更新すると自動的に他方 も更新されるように作 られている.

内容による検索は

(ィ )ダ インク トアクセス

(口)フ ァイルの一部 を走査する。

(′う 二次インデックスの使用

(v) FFS(Formated Fil e System)。

.IBM 1410ン々010米軍 との共同開発 された もので次 に示す GISの基礎となつ

た. .

各 ファイルは File Fo獅唸tT猷)leを 有 し,こ れによリフ ァイルの保守,選択 ,

抽出 ,レ ポー ト作成に必要なデータを得 る.ま た これは現在 フ ァイル と共に使用 す

ることができる.

(vi)GIS (GENERALIZED INFORMATION SYSTEM)    |
IBMが 360用 に開発 した汎用フ ァイル処理 シス テムで BASIC GISと

M ULTI― TASKING AND TELEPROCESS11ヽ lG GIS の二通 りがある D

GISの i機能はファイル創造 ,フ ァイル保守 ,検索,.レポー ト作成 ,問合せへ の
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応答等である.叉 これは , FFSと 同様現存するフ ァイルといつしよに用いること

が出来 ,新 しい業務を急速に EDP化 するのに用いるのによい。`又,フ ァイル構成

においてはLINK,IN DEXが 用いられる.

4 フアイルシステムの問題点及び今後の課題
前述の如〈各種汎用ファイル処理システムが開発されている.しかし,フ ァイル設計の

問題を総て解決するものでな〈,ま だ多 〈の問題を残 している.即 ちファイルの設計につ

いて確定的な方法が発見されず ,数学的に解析す る手段 もない。シミュレーションの利用

とい うことも考えられるが ,現在 のシミュレーシ ョン言語はこの方向に活用するのは不向

きであり,叉良いシミュレーシ ョンモデルが組めるほど十分 な情報が得 られない.

従つて,こ こしば ら〈は試行錯誤の段階をくり返 し,そのと過程においてよりよいものが

開発されて行 くことになろう。
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